２　貢　　　祖

　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めん),免)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てい),定)及び取立

　　　　その他

　本村に残るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さげふだ),下札)写（万治二年小浜村定遣土免之事他）

承応二年「小浜村EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さだめ),定)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つかわす),遣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(どめん),土免)之事」については本文に紹介した。ここにはその後の各村の下札を収録した。
　鳥取藩のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こう),貢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そ),租)制度は元禄一三年のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うけめん),請免)法実施を境に、課税や取立の方法が変る。従来のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(け),検)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(み),見)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほう),法)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じ),地)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なら),平)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だんめん),段免)の一時期を経て、前記請免法という本藩独特のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じょうめんせい),定免制)がしかれる。

河村郡小浜村定遣土免之事

　内畑高六石五斗六升弐合

一高七拾八石弐斗弐合

　　内三石壱升　荒
　残高七拾五石壱斗九升弐合

　　物成四拾石六斗四合　免五つ四分

　　　　内弐石弐斗五升六合　地百姓草臥遣

　　残物成三拾八石三斗四升八合

　　　　　　　外夫口米有之

　　　　一三升九合　　犬米

　　　　一壱石七斗　　塩浜運上

　右免相定遣上者庄屋小百姓出作迄寄合田畠無甲乙令割符来一一月中急度皆済可仕候。若死失絶人於有之　　

　者残為百姓御年貢弁納所可仕者也
　　　　　　　　　　万治二年五月一八日

小林安兵衛政直

西村安右衛門

庄屋百姓中

河村郡小浜村定遣土免之事

　内畠高六石五斗六升弐合

一高七拾八石弐斗弐合　御蔵入
　　内三石壱升　永荒

　残高七拾五石壱斗九升弐合

　　物成四拾石六斗四合　免五つ四分

　　外ニ　高壱石七斗八升九合新開

　　物成五斗三升七合　免三つ

　　物成合四拾壱石壱斗四升壱合

　　　内壱石　源左衛門ニ遣

　　残物成四拾石壱斗四升壱合

　　　　　　　　　外ニ夫口米有之

　　　　一三升九合　犬米

　　　　一壱石七斗　塩浜役

　右免相定遣上は庄屋小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割符、来ル一一月中急度皆済可仕候。若死失絶人於有

　之者残為百姓弁納所可仕者也
　　　　　　　　　　寛文五年五月一八日

小林安兵衛

庄屋小百姓中

河村郡小浜村定遣土免之事

　内畠六石五斗六升弐合
一高七拾八石弐斗弐合　御蔵入

　　内三石壱升　　（破損）

　残高七拾五石壱斗九升弐合

　　物成四拾石六斗四合　免五つ四分

　　外ニ高壱石七斗八升九合　開高

　　物成五斗三升七合　免三つ

　　物成合四拾壱石壱斗四升壱合

　　　内八石八升三合　塩入田加損ニ遣ス

　　　内六斗　　源左衛門ニ遣ス

　　残物成三拾弐石四斗五升八合

　　　　　　　　外ニ夫口米有之

　　　　一　三升八合　犬米

　　　　一　壱石六斗　塩浜役

　　　　一　三拾三匆　同釜役

右免相定遣上は庄屋小百姓出作迄寄合田畠無甲乙令割符、来ル霜月中ニ急度皆済可仕候。若死失絶人於有之者残為百姓弁納所可仕者也。

　　　　　　　　　寛文七年　

                                                                            小林安兵衞政次
                                                                            塩川七郎兵衞

庄屋小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高弐拾七石六斗八升八合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎

　　内壱石六斗五升　永荒

　残高百八拾石六斗九升四合

　　外

　　拾四石壱斗七升八合　開高

　　壱石六斗三升八合　　畑田成間高

　　〆拾五石八斗壱升六合
　高合百九拾六石五斗壱升

　　内

　　　高百九拾壱石弐升六合　本免分

　　　物成九拾七石四斗弐升三合　免五つ壱分

　　　高五石弐斗五升七合　開高分

　　　物成壱石五斗七升七合　免三つ

　　　高弐斗弐升七合　開高分

　物成四升五合　　免弐つ

　物成合九拾九石四升五合

内

　壱斗壱升九合　高三斗三升三合　荒物成引高

　弐斗三合　永荒起高壱升八合

　　　　　　本免荒三つ免ニて起間物成

弐石　　定加損

三石　　悪田加損

残物成九拾三石九斗三合
　　　　外ニ夫口米有之

　一米四石　　塩浜役

　一銀三匆　　藪役

右免相定遣上は庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若失絶人於有之者残為百姓弁御年貢可納所者也。
　　　　　　　　　　宝暦九年卯一〇月日
石黒仁左衞門

庄屋年寄小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事
　内畑高弐拾七石六斗八升八合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎

　　内壱石六斗三升　永荒

　残高百八拾石六斗九升四合

　　外

　　　拾四石壱斗七升八合　年々開高

　　　壱石六斗三升八合　　畑田成間高

　　　〆拾五石八斗一升六合

　　高合百九拾六石五斗壱升

　　内

　　　高百九拾壱石弐升六合　本免分

　　　物成九拾七石四斗弐升三合　免五つ壱歩

　　　高五石弐斗五升七合　開高分

　　　物成壱石五斗七升七合　免三つ

　　　高二斗二升七合　開高分

　　　物成四升五合　　免弐つ

　　　物成合九拾九石四升五合
　　　　内

　　　　壱斗壱升九合　高三斗三升三合

　　　　　　　　　荒物成引

　　　弐升三合　　永荒起高壱斗八合

　　　　　　　　　本免荒三つ免ニ起間物成

　　　弐石　　　　定加損

　　　三石　　　　悪田加損

　　残物成九拾三石九斗三合

　　　　　　　　外夫口米有之

　　　　一米四石　塩浜役

　　　　一銀三匆　藪役

　右免相定遣上は庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済、若失絶人於有之は残為百姓弁御年貢可納所者也。

　　　　　　　　　　明和元年申九月日

大友豊之右衞門

庄屋年寄小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高弐拾八石六斗五升壱合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎

　　内壱石六斗五升　　永荒

　残高百八拾石六斗九升四合

　　外

　　　拾四石八斗六升七合　年々開高

　　　壱石六斗三升八合　　畑田成間高

　　　三斗八合　　　　　　　亥土上り高

　　　〆拾六石八斗壱升三合　

　　　高合百九拾七石五斗七合
　　　内

　　　　高百九拾三石弐斗八升六合　本免分

　　　　物成九拾八石五斗七升六合　免五つ壱分

　　　　高七斗七升六合　　開高分

　　　　物成弐斗七升弐合　免三つ五分

　　　　高三石四斗四升五合右同断

　　　　物成壱石三升四合　　免三つ

　　　　物成合九拾九石八斗八升弐合

　　　内

　　　　　七升弐合　高弐斗四升　荒物成引

　　　　　弐石　　　定加損

　　　　　三石　　　悪田加損

　　残物成九拾四石八斗壱升

　　　　　　　　外夫口米有之

　　　　　　一米四石　　塩浜役

　　　　　　一銀三匆　　藪役

右免相定遣上は庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之は残為百姓弁御年貢可納所もの也。
　　　　　　　　　安永九年庚子九月日
山田七郎右衞門

庄屋年寄小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高弐拾八石六斗五升壱合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎
　内壱石六斗五升　　永荒

　残高百八拾石六斗九升四合

　外

　　拾四石八斗六升七合　年々開高

　　壱石六斗三升八合　　畑田成間高

　　三斗八合　　亥土上り高

　　〆拾六石八斗壱升七合

　内

　　高百九拾三石弐斗八升六合　本免分

　　物成九拾八石五斗七升六合　免五つ壱分

　　高七斗七升六合　　開高分

　　物成弐斗七升弐合　免三つ五分

　　高三石四斗四升五合　右同断

　　物成壱石三升四合　　免三つ

　　物成合九拾九石八斗八升弐合

　　内

　　　七升弐合　高弐斗四升　荒物成引

　　　弐石　　　定加損

　　　三石　　　悪田加損

　　残物成九拾四石八斗壱升

　　　　　　　外夫口米有之

　　　一米四石　塩浜役

　　　一銀三匆　藪役

右免相定遣上は庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之者残為百姓弁御年貢可納所もの也。
　　　　　　　　　天明六年丙午六月日
馬場十太夫

庄屋年寄小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高三拾石壱斗六升三合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎

　　内壱石六斗五升　　永荒

　　残高百八拾石六斗九升四合

　　外

　　　拾四石八斗六升七合　年々開高
  　　壱石六斗三升八合　　畑田成間高

　　　三斗八合　　　　　　亥土上り高

　　　三斗七升三合　　　　子土上り高

　　　壱石弐斗六升壱石　　子開高

　　　〆拾八石四斗四升五合

　高合百九拾九石壱斗三升九合

　　内

　　高百八拾四石九斗四升壱合　本免分

　　物成九拾九石四斗弐升　　　免五つ壱分

　高八斗九升六合　　　開高分

　　物成三斗壱升四合　免三つ五歩

　高三石三斗弐合　右同断

　物成九斗九升壱合　　免三つ

　物成合百石七斗弐升五合

　　内

　　　七升弐合　高弐斗四升　荒物成引

　　　弐石　　定加損

　　　三石　　悪田加損

　残物成九拾五石六斗五升三合

　　　　　　　　外夫口米有之

　　　　一米四石　塩浜役

　　　　一銀三匆　藪役

右免相定遣上は、庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之者残為百姓弁御年貢可納所もの也。

　　　　　　　　　寛政一一年巳未一〇月日

俵　官兵衞

　庄屋年寄小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高三拾石壱斗六升三合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎

　内壱石六斗五升　　永荒

残高百八拾石六斗九升四合

　　外

　　拾四石八斗六升七合　開高

　　壱石六斗三升八合　　　畑田成間高
　　六斗七升九合　　　　　亥子土上り高

　　壱石弐斗六升壱合　　　子開高

　　〆拾八石四斗四升五合

　高合九拾九石壱斗三升九合

　　内

　　　高百九拾四石九斗四升壱合　　本免分

　　　物成九拾九石四斗弐升　　　　免五つ壱歩

　　高八斗九升六合　　開高分

　　　物成三斗壱升四合　免三つ五歩

　　高三石三斗弐合　　　右同断

　　物成九斗九升壱合　　免三つ

　　物成合百石七斗弐升五合

　　内　七升弐合　高弐斗四升　荒物成引
　　　　弐石　　　　　　　　　定加損

　　　　三石　　　　　　　　　悪田加損

　　残物成九拾五石六斗五升三合

　　　　　　　　　外夫口米有之

　　　　一米四石　　塩浜役

　　　　一銀三匆　　藪役

右免相定遣上は、庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之は、残為百姓弁御年貢可納所もの也。

　　　　　　　　　文化元年甲子一〇月

小谷次右衞門

庄屋年寄小百姓中

河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高三拾石壱六升三合
一朱高百八拾弐石三斗四升四合　加藤小十郎

　　内壱石六斗五升　　　　　　永荒

　残高百八拾石六斗九升四合

　　外

　　拾四石八斗六升七合　　　開高

　　壱石六斗三升八合　　　畑田成間高

　　六斗七升九合　　　　　亥子ノ土上り高

　　壱石弐斗六升壱合　　　子ノ新開高

　　〆拾八石四斗四升五合

高合百九拾九石壱斗三升九合

　内

　高百九拾四石九斗四升壱合　　　本免分

　　物成九拾九石四斗弐升　　　　免五つ壱分

　　高八斗九升六合　　　　　　　間高分

　　物成三斗壱升四合　　　　　　免三つ五歩

　高三石三斗弐合　　　　　　　　右同断

　　物成九斗九升壱合　　　　　　免三つ
　物成合百石七斗弐升五合

　　内

　　　七升弐合　高弐斗四升　荒物成引高

　　　弐石　　　定加損

　　　三石　　　悪田加損

　残物成九拾五石六斗五升三合

　　　　　　　　　他夫口米有之　　

　　　　一米四石　　　塩浜役

　　　　一銀三匆　　　藪役

右免相定遣上は、庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之は残為百姓弁御年貢可納所もの也。
　　　　　　　　　文化八年未一〇月日

宮城善兵衛

庄屋年寄小百姓中
河村郡宇谷村定遣土免之事

　内畑高三拾九石七斗四升弐合

一朱高百八拾弐石三斗四升四合　　加藤小十郎

　内

　　壱升石六合　　御図帳不足高

　　七斗壱升六合永荒

　　内〆七斗三升弐合

　残高百八拾壱石六斗壱升弐合
　　外

　　　弐拾四石八斗弐升九合　　年々開高

　　内

　　　拾七石三斗弐升　　　　　本免
　　　七石五斗九合　　　　　　免三つ

　高合弐百六石四斗四升壱合

　　内

　　高百九拾八石九斗三升弐合　本免五つ壱分

　　　物成百壱石四斗五升五合

　　高七石五斗九合
　　　物成弐石弐斗五升三合

　　物成合百三石七斗八合

　　内

　　　弐石　　　　定加損

　　　三石　　　　悪田加損

　　　弐斗三升九合　本免荒三つ免起

　　　　　　　　　　間免弐つ壱分下り高

　　　　　　　　　壱石壱斗三升五合

　　　内〆五石弐斗三升九合

　残物成九拾八石四斗六升九合

　　　　　外夫口糠藁縄代米有之

　　　　一銀三匆　　　藪役

右免相定遣上は、庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之は、残為百姓弁御年貢可納所もの也。

　　　　　　　　　嘉永元年戌申八月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野増蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋年寄小百姓中

河村郡泊村定遣土免之事

　弐拾九石九斗壱升壱合　　大豆御免

　内畑高三拾七石三斗八升壱合

　　七石四斗七升　　　　　大豆成り

一朱高七拾壱石壱斗四升七合　　御蔵分

　　内七斗六升四合　　　　　　永荒

　　残高七拾石三斗八升三合

　　　外

　　　　九石九升弐合　　年々開辰開高共ニ

　　　　六斗七升四合　　畑田成間高
　　　　壱斗弐升八合　　御茶屋下開高

　　　　〆九石八斗九升四合

　高合八拾石弐斗七升六合

　　内

　　　高七拾七石八斗九升七合　　本免分

　　　物成三拾八石壱斗七升　　　免四つ九歩

　　　高弐石三斗八升　　　開高分

　　　物成七斗壱升四合　　免三つ

　　物成合三拾八石八斗八升四合

　　内

　　　　弐石　　　　　御茶屋附

　　　　壱斗三升六合　御番所屋敷下

　　　　　　　　　　　物成引高弐斗七升七合

　　　　九斗四升三合　酉御用銀四百五拾目利米

　　　　三石六斗八升四合戌亥御用銀壱貫七百五拾八匆利米
　　残物成三拾弐石壱斗弐升壱合

　　　　　　　　　　　外二夫口米有之

　　　一銀弐百目　　　海役

右免相定遣上は、庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之は残為百姓弁御年貢可納所者也。

　　　　　　　　　　宝暦九年卯一〇月日

石黒久左衞門

　庄屋年寄小百姓中

河村郡筒地村定遣土免之事

　内畑高拾石壱斗五升七合

一朱高六拾弐石五斗三升六合　　御蔵入

　　内壱斗八升六合　　　　　　永荒

　　残高六拾弐石三斗五升

　　外

　　　九石弐斗四升　　　年々開高

　　　八斗九升三合　　　畑田成間高
　　　　壱石弐斗　　　　　　社領開高

　　　　〆拾壱石壱斗五升三合

　　高合七拾三石五斗三合

　　　内

　　　　高七拾石五斗九升壱合　　　　本免分

　　　　　物成四拾四石四斗七升二合　免六つ三歩

　　　　高八斗三升六合　　　　　　　開高分

　　　　　物成三斗七升六合　　　　　免四つ五歩

　　　　高壱石弐升　　　　　　　　　右同断

　　　　　物成四斗八合　　　　　　　免四つ

　　　　高壱石五升六合　　　　　　　右同断

　　　　　物成三斗壱升七合　　　　　免三つ
物成合四拾五石五斗七升三合

内三石悪田加損　　　外夫口米有之

残物成四拾弐石五斗七升三合

　　一銀拾六匆　　　藪役

　右免相定遣上は、庄屋年寄小百姓出作迄寄合田畑無甲乙令割賦、来ル一一月中無滞急度可皆済。若死失絶人於有之は、残為百姓弁御年貢可納所者也。

　　　　　　　　　　　寛政三辛亥九月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田安大夫

庄屋年寄小百姓中

（以上『歴史稿』より）

　　
文化五年河村郡園村他御郡中村々御下札写

（村々の貢租のみを取上げたもの。うち関係分として園、石脇、原村の記録が残る。）

　　文化五年　　御郡中村々御下札写

　　辰閏六月日

　　園村　　上畑　　壱石壱斗

　　　　　　上田土代壱石九斗

　　　内畑高三拾弐石五合

　　一朱高三百九拾五石七斗壱升三合　御蔵入

　　　内三石四升壱合　　　　　　　　永荒

　　　残高三百九拾弐石六斗七升弐合

　　　高合四百六石弐斗六升四合　　　本免五つ五歩

　　　　　　一六石　　塩浜役

　　　　　　一銀三匆五分　藪　役　
石脇村　　上田　　　壱石八斗

　　　　　　　　　土代

　　　　　　上畑　　　壱石壱斗

　　内畑高弐拾七石九斗四升七合

　一朱高弐百五拾八石弐斗四升三合　御蔵入

　　　外拾三石三斗六升七合　　　　開高

　高合弐百七拾七石六斗壱升壱合　　本免五つ八歩

　　　一五斗　　　　　悪田加損

　　　一壱石三斗　　　塩浜荒加損

　　　一六石　　　　　塩浜役

原村　　　上田　　　壱石八斗

　　　　　　　　　土代

　　　　　　上畑　　　壱石壱斗

　　内畑高弐拾弐石五斗壱升壱合
　一朱高弐百壱石七斗四升壱合

　　　内壱斗五升五合　　　　永荒

　　　残高弐百壱石五斗八升六合

　　　外百拾九石四斗七升　　開高

　　高合三百弐拾壱石五升六合　　本免四つ九歩

　　内高百五拾六石七斗七升五合　吉村茂右衞門

　　　高百六拾四石弐斗八升壱合　御蔵入分

　　　　一五石　　　　　悪田加損

　　　　一銀三匆　　　　藪　役
（『歴史稿』）

万延元年他泊村御蔵納之儀ニつき歎願書

泊村田地不自由にて御納所できず、買米をして上納して来た。近年過米のある村々も無く、買米にも不自由となった。ついては切手を以って御蔵納できるよう村中で歎願したもの。その後も同様の　
　　　歎願書が差出されている。
　　万延元年十月九日

一河村郡大庄屋椿岩助より左之願書取次差出し候ニ付、去ル七日長役登城之砌、御勘定頭え談合之上、今日左之通御郡奉行田渕唯右衛門より、右岩助え申遣ス候事。

　　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚　　　
一当村之儀小御高ニて御田地不自由ニ付、畑作海挊而巳渡世仕、宿御用浦手御用大切ニ相勤居申上候。先年よ
　り御納所米出来不申土地柄ニて、所々方々正米買付等シテ御蔵払仕来候処、近年在中売米無御座、御大切之

　御収納米ニ付、村役人中色々心配仕相働候得共、致方無御座、無拠御郡役衆之御願申上候処、久米・河村

　両郡之内、過米有之村相尋候様被仰聞奉畏、村役人中手配仕、去未之御収納米は双方御世話ニて漸く上納
　仕候然処前条申上候通畑海挊第一之村柄、年中買米ニて渡世相営居申上候。御大切之御納所米も買米不自

　由ニて御上納難相成、必至ニ難渋仕、御時節柄奉恐入候得共、当秋より式村御納所米丈ケ御家中様御名入御
　切手ヲ以御蔵納被仰付被為下候ハ、村一統難渋相凌難有仕合ニ奉存候。何卒格別之御慈悲ヲ以願之通御聞届
　被仰付被爲下候様、宜敷被仰上可爲下、此段偏ニ奉願上候。

　以上。

　　　　　　　　　　申九月

河村郡泊り村

　　　　　村中

　　組頭　儀七

　　（以下六名連署略）

　　　　庄屋孫三郎　殿

（夫々奥書有）

然は泊り村畑勝田地少ニて収納米育兼候ニ付、他村過米買集、年々御蔵払仕来り候処、近年売米不自由致難渋候ニ付、正米払御赦免被為下候ハヽ、御蔵預を以物成致上納度旨奉願趣、御法有之儀ニ付、願之通ニは難被仰付候。乍去宿場殊ニ海辺漁業第一之村柄、格別之訳を以、先当一年限四石丈ケ正米払、残物成之所御蔵相場を以代銀致上納候ハヽ、御勘定ニ相立候差紙御渡し可被遣候。此段可申渡候。
　猶以四石正米払之外、残物成代銀は成丈ケ急ニ取立可有上納候。以上。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史諸事控』）

万延二年一〇月一九日

一河村郡泊村より左之願書差出し候処、無余儀次第も有之、松原十内より御勘定所御積役え申談し之上、左之通御郡え申遣候事。
　但し、御郡えわ当一年限と申遣し候得共、以後ハ願出候共、別段御勘定所ヘ談ニ不及、又一年限之都合ニして御役所限聞届相成可然事。

　　　　　　　　　　乍恐奉再願口上之覚
一当村之儀は御郡中ニ稀成ル難渋村ニて収納米育立不申村中一統難渋仕候。御時節柄奉恐入候得共、格別之御慈悲を以、昨年之通御聞届被仰付候様奉願上候。
　此段宜敷被仰上可被爲下候様奉願上候。以上。

　　　　　　　　　　文久元年酉一〇月日

河村郡泊村
組頭　藤　助

同　　藤兵衛

同　　善　助

同　　庄三郎

同　　栄次郎

同　　富三郎

庄屋　朝次郎

　　　　尾崎恵助　殿

　（夫々奥書有り）

　然は泊村畑勝田地少ニて収納米育兼候ニ付、年々他村過米買集御蔵払致し来候処、近年売米不自由致難渋之段相歎候ニ付、去年限物成米之内四石丈ケ正米払残り之処、御蔵相場を以代銀致上納候上、御勘定ニ相立候差紙御渡し被遣。然ル処、当年も右之通被仰付候様願出候趣、無余儀次第ニ付、当一年限四石丈ケ正米払残物成米は、名入御蔵預りを以収納ニ相立候様可被申渡候。

（『鳥取県史諸事控』）

乍恐奉再願口上之覚
一当村之儀は御郡中ニ稀成ル難渋村ニて収納米育立不申、村中一統難渋仕候。御時節柄奉恐入候得共格別之御慈悲を以、昨年之通御聞届被仰付候様願上候。
　此段宜敷被仰せ可被爲下候様奉願上候。以上。

　　　　　　　　　　文久元年酉一〇月　日

河村郡泊村

組頭　藤　助

同　　藤兵衛

同　　善　助

同　　庄三郎

同　　栄次郎

同　　富三郎

庄屋　朝次郎

　　　　尾崎恵助　殿

（『鳥取県史諸事控』）

　文久二年八月二日

一河村郡泊村より左之願書差出し、無余儀次第ニ付承届左之通御郡之申遣候事。

　但し、以後願出候ハヽ、一年限承届遣し候事。

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一当村之儀、小御高ニて御田地不自由ニ付、畑作海挊而巳渡世仕、宿御用浦手御用大切ニ相勤居申上候。先年より御納所米出来不申ニ付、難渋仕、去酉一一月御納所米家中様御名入御切手を以、御蔵納奉願候処、願之通御聞届被仰付、村中一統難渋を凌、難有仕合ニ奉存候。然ル処、当年は順気宜敷豊作と相見候得共、矢張村々之過米相待候得は御納所手後ニ相成、心配仕候。何卒昨年之通御名入御切手を以、上納被爲仰付候得は速ニ御上納申上度、誠ニ御時節柄奉恐入候得共、格別之御慈悲を以、願之通御聞届被仰付候様、偏ニ奉願上候。此段宜敷被仰上可被爲下候。以上。
　　　　　　　　　　　　文久二年戌六月日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組頭　元三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下五名略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　朝次郎

尾崎恵助　殿

　（夫々奥書有）

　御郡え

　然は泊村畑勝、田地少ニて収納米育兼候ニ付、年々他村過米買集御蔵払致し来候処、近年売米不自由難渋之段相歎候ニ付、昨酉一年限物成米之内四石丈名入御蔵預りを以、収納ニ相立候様申渡置候処、猶又当年も昨年之通被仰付候様歎出候趣、無余儀次第ニ付、当一年限四石丈名入御蔵預りを以収納ニ相立候様、可被申渡候。
（『鳥取県史諸事控』）

  明治二年石脇村御年貢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんじょう),勘定)目録

　明治二年、石脇村において取立てられた年貢の内訳と払いの差引勘定をした目録。毎年一二月の
　取立にはこのような勘定目録がつくられた。

　石脇村御年貢御勘定目録
　　　　　明治二年巳一二月

一百五拾壱石八斗五升七合　　　　本米

　　　外

　　　拾弐石壱斗四升九合　　　　夫口米

　　　壱石六斗三升弐合　　　　　糠藁縄代米

　三口合　百六拾五石六斗三升八合

　　　壱斗七升壱合　　　　　　　六毛米

拾石壱斗弐升　　　　　　　　御貸元り

弐斗九升弐合　　　　　　　　三合五勺米

五斗四升三合　　　　　　　　六合五勺米

六斗八升八合　　　　　　　　座頭瞽女　
壱石四斗三升壱合　　　　　　御郡中懸り

九升六合　　　　　　　　　　同追懸り

弐斗五升　　　　　　　　　　御検見入用　
六升六合　　　　　　　　　　当毛荒入用

三斗九升九合　　　　　　　　棟役地井手

　　　　　　　　　　　　　　　出人夫立用

　〆

壱升八合　　　　　　　　　　文平より山々初穂

五斗　　　　　　　　　　　　橋津宿米

壱石弐斗　　　　　　　　　　園村へ

四斗五升　　　　　　　　　　藤津村半平算用給

五石四斗九升八合　　　　　　本尾崎え

三石三斗三升　　　　　　　　中原え

壱石四斗弐升壱合　　　　　　下椿え

三斗五升七合　　　　　　　　上椿え

五石八斗九升四合　　　　　　原村忠八え

九斗八升四合　　　　　　　　本涌嶋え　

四斗壱升四合　　　　　　　　田後村佐渡屋え

四石弐斗三合　　　　　　　　市橋え

弐石三斗三升　　　　　　　　東椿え

弐斗　　　　　　　　　　　　方地村え

七合　　　　　　　　　　　　籾蔵入替控　
四斗　　　　　　　　　　　　筒地村え

四斗　　　　　　　　　　　　小浜村え

壱斗弐升八合　　　　　　　　宇野村え文平より

七升六合　　　　　　　　　　原村へ　
〆弐百七石四斗弐升九合

　　　　　内払

百五拾七石

　七拾石八斗　　　　　　　御蔵払

　壱石　　　　　　　　　　　　庄屋払

　弐斗　　　　　　　　　　　　組頭払

　壱石九斗五升四合　　　　　　当毛荒

　四斗八升　　　　　　　　　　巳暮払惣市

　九斗六升　　　　　　　　　　同人午春払

　二位様

　壱斗五合　　　　　　　　　　御通行入用

　六斗　　　　　　　　　　　　早追諸入用

　三斗七升　　　　　　　　　　宿料

　六拾壱石三升五合　　　　　　御検米

　五石壱斗弐升壱合　　　　　　　　御救助米

〆

　壱石壱斗九升　　　　　　　　大豆七口米

　弐石三斗壱升弐合　　　　　　　　筒地村より

　四石　　　　　　　　　　　　　　小浜村より

　弐拾壱石　　　　　　　　　　　　御拝借米

銀廿六〆一八匆弐分五厘米直し

　廿三石壱斗弐升七合　　　　　収納上納銀払
　弐石八斗　　　　　　　　　　　　泊り村より

旅人別米借用米辻

　壱石八斗三升五合　　　　　　本尾崎より

　〃
　　壱石弐斗　　　　　　　　　　　　中原より

　〃

　　弐石八斗五升壱合　　　　　　　　忠八より

　〃

　　壱石壱斗六升八合　　　　　　　　市橋より

　〃

　　壱斗九升六合　　　　　　　　　　涌嶋より

　〃

　　八升九合　　　　　　　　　　　　上椿より

　〃

　　壱斗四升八合　　　　　　　　　　佐渡屋より

　　弐石　　　　　　　　　　　　　　下浅津村より

　　四斗　　　　　　　　　　　　　　中原より

　　八斗五升五合　　　　　　　　　　小浜村より

　　手形入

　　三斗　　　　　　　　　　　　　　宇野村亀屋より

　　六斗五升壱合　　　　　　　　　　泊村より

　　弐斗九升五合　　　　　　　　　　園村より

　　七斗壱升九合　　　　　　　　　　宇谷村より

　　三斗弐升八合　　　　　　　　　　宇野村より

　　壱斗四升三合　　　　　　　　　　東椿より

　　弐斗七升壱合　　　　　　　　　　本尾崎より

　　　弐百七石五斗四合

　　　払〆弐百拾石三斗弐升三合

　　　差引　弐石弐斗壱升九合

（『石脇田中家蔵』）

　明治五年小浜村他一一ヶ村貢米収納皆済石代金仕訳帳（戸長尾崎義信構内一二ヶ村のうち、関係
　分）
　　　明治五壬申年分

橋津倉

伯耆国河村郡第五拾一区

　　小浜村筒地村石脇村泊り宿園村宇谷村

　　宇野村原村福永村北方村漆原村方地村

　　　　貢米収納皆済石代金仕訳帳

　　　　明治六年一月九日　戸長　尾崎義信

　　　　河村郡小浜村

一米　三拾七石三升　　　　　　地租帳表

一米　壱石壱斗壱升壱合　　　　口米

合米三拾八石壱斗四升壱合

　　此京桝三拾九石六斗六升四合

　　　　但し壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　　　　　　　内　

米　五石弐斗　　　　　　　正納

米　三拾四石四斗六升四合金納
　代金　百三円三拾九銭弐厘

　　　　但し壱石ニ付仮相場金三円

　　　　内

　　金弐拾六円　癸酉三月一五日限り上納可仕分

　　金弐拾六円三拾九銭弐厘

　　　　　　　　　同五月一五日限り上納可仕分
　　　　残金五拾壱円

　　　　　　　　癸酉一月廿五日限り上納可仕分

　　　　河村郡筒地村

　一米　四拾石六斗七升　　　地租帳表

　一米　壱石弐斗弐升　　　　口米

　合米　四拾壱石八斗九升

　　　　此京桝四拾三石五斗六升三合

　　　　　　但し壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　　　　　　　　　内

　米　六石四斗　　　　　正納

　米　三拾七石壱斗六升三合　金納

　代金百拾壱円四拾八銭九厘
　　　　但し壱石ニ付仮相場金三円

　　　　内

金弐拾八円　　癸酉三月一五日限り上納可仕分

金弐拾八円四拾銭九厘

　　　　　　　　同五月一五日限り上納可仕分

　残金五拾五円

　　　　　癸酉一月廿五日限上納可仕分

　　外ニ

金　拾三銭三厘　　　　　　竹林税

合金　五拾五円一三銭三厘

　　　　　　明治六年

　　　　　　癸酉一月廿五日限り上納可仕分

　　　　河村郡石脇村

一米　百四拾九石八斗六升八合　地租帳表

一米　四石四斗九升六合　　　　口米

合米　百五拾四石三斗六升四合

　　此京桝百六拾石五斗弐升八合

　　　　但し壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　　　　　　　内

　　米　拾五石弐斗　　　　　　正納

　　米　百四拾五石三斗弐升八合　金納

　　代金四百三拾五円九拾八銭四厘

但し壱石ニ付仮相場金三円
　　　　　　　　内

金百九円　　癸酉三月一五日限り上納可仕分
金百九円拾八銭四厘

　　　　同五月一五日限り上納可仕分

残金弐百拾七円

　　　外

　　金五厘　　　　　　　　　　竹林税

合金弐百拾七円五厘　癸酉一月廿五日限り上納可仕分

　　　　河村郡泊宿

一米　四拾弐石四斗三升壱合　　地租帳表
一米　壱石弐斗七升三合　　　　口米

合米　四拾三石七斗四合　　　　金納

　　此京桝　四拾五石四斗四升九合

　　　　　但し壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　代金百三拾六円三拾四銭七厘

　　　　　但し壱石ニ付仮相場金三円

　　　　　内

　　金三拾四円　癸酉三月一五日限り上納可仕分

　　金三拾四円三拾四銭七厘

　　　　　　　　同五月一五日限り上納可仕分

　残金六拾八円

　　　　外

　金壱円六拾六銭七厘　　　　　海税

合金六拾九円六拾六銭七厘

　　　　癸酉一月廿五日限り上納可仕分

　　　　河村郡園村

一米　弐百拾九石八斗五升六合　　地租帳表

一米　六石五斗九升六合　　　　　口米

合米　弐百弐拾六石四斗五升弐合

　　此京桝百三拾五石四斗九升四合

　　　　但し壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　　　　　内

　　米五拾九石六斗　　　　　　　　　　　　正納　　　

　　米百七拾五石八斗九升四合　　　　　　　　金納
　代金五百廿七円六拾銭二厘

　　　　但し壱石ニ付仮相場金三円

　　　　内

　　金百三拾弐円　癸酉三月一五日限り上納可仕分

　　金百三拾弐円六拾八銭二厘

　　　　　　　　　同五月一五日限り上納可仕分

残金弐百六拾三円

　　　　外

　金弐銭九厘　　　　　　　　　　竹林税

合金弐百六拾三円二銭九厘

　　　　　　　癸酉一月廿五日限り上納可仕分

　　　　河村郡原村

一米　百廿六石五斗八升八合　　　　地租帳表

一米　三石七斗九升八合　　　　　　口米
合米　百三拾石三斗八升六合

　　此京桝百三拾五石五斗九升弐合

　　　　但壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　　　　　内

　米　八拾八石八斗　　　　　正納

　米　四拾六石七斗九升弐合　金納

　代金百四拾円三拾七銭六厘

　　　　但し壱石ニ付仮相場金三円

　　　　内

　金　三拾五円　癸酉三月一五日限り上納可仕分

　金　三拾五円三拾七銭六厘

　　　　　　　　同五月一五日限り上納可仕分

　　　残金七拾円

　　　　　外

　　　金弐銭五厘　　　　　　　竹林税

合金七拾円弐銭五厘

　　　　　　　癸酉一月廿五日限り上納可仕分

　　　　河村郡宇谷村

一米　九拾五石六斗九升八合　　　　地租帳表
　一米　弐石八斗七升壱合　　　　　　口米
　合米　九拾八石五斗六升九合

　　　　此京桝百弐石五斗五合

　　　　　但し壱斗ニ付三合九夕九才三糸過

　　　　　　内

　　米　拾四石　　　　　　　　　　　　正納

　　米　八拾八石五斗五合　　　　　　　金納

　代金弐百六拾五円五拾一銭五厘

　　　　但し壱石ニ付仮相場金三円

　　　　内

　金六拾七円　　癸酉三月一五日限り上納可仕分

　金六拾六円五拾壱銭五厘

　　　　　　　　同五月一五日限り上納可仕分

　残金百三拾二円

　　　　外
　　　金弐銭五厘　　　　　　竹林税

合金百三拾二円二銭五厘
　　　　　　癸酉一月廿五日限り上納可仕分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

文化一〇年他　泊浦諸運上覚

文化十酉年被仰出
一弐百目　河村郡泊浦塩EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(（ママ）),帆)塩鰍請運上

　文政七申年ヨリ

一壱貫五百目　河村郡泊并近浦生物請運上
　右請負不残文政八酉年御仕法替ニ付御免ニて候、浚水帳通りヲ以、其節御定之口銭運上同上納

　被仰付候

（『県史』諸事控）

　天保一五年塩浜役御免につき達し書（河村郡小浜村他）

（当時既に塩浜稼なく塩浜役上納困難で御免願を承知した旨）

　天保一五年一〇月一一日

一御両国御物成米之外ニ致上納候下札付諸役米左之通有之処、当時、塩浜相稼不申、村々塩浜役之上納

　ニ致難渋兼て願出居申ニ付左之通り塩浜役御免之儀、郡代申達候ニ付、承届其段勘定頭え申聞置候。并、
　浦富村之外は八次郎より藤輔え申聞置候。

　弐百四拾四石九斗七升三合　　塩浜役

　内

　（岩井郡・気多郡・高草郡・八橋郡・汗入郡略）

　壱石七斗　河村郡小浜村

　六石　　　同郡石脇村

　六石　　　同郡園村

　四石　　　同郡宇谷村

　此分、当時塩浜相稼不申候。（御国日記）

　慶応四年河村郡原村庄屋組頭等御手懸り御普請につき願書
（原村では「御手懸り御普請所人夫弐百人」のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うけしょ),請所)であった。）

　　　　奉願書上之書
一池尻　長　七百廿間　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 8(横平),深さ)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 8(し三),壱尺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 8(間),掘)り　
　　　　　　　内

　　高浜ノ下EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(も),毛)　八拾弐間　片面杭柵駄葉人
　　新堀ノ下EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(も),毛)　百弐拾間　右同断

一赤ノ浦　長　　七拾間　　砂垣

　右之通、年々御手懸り御普請所人夫弐百人之請所被為仰付来り御座候処、当年も請所御普請ニ被仰付候様奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　　　　慶応四年辰正月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡原村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組頭　忠　八　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　治　助　印

尾崎恵助　殿

　　（『谷田収集文書』）
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